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研究成果の概要（和文）：野生型マウスのパイエル板（PP）からレーザーマイクロダイセクション法(LMD)にて上皮を
除いたリンパ組織のみを回収したところ、DNAの抽出が可能であった。PP、心臓（陰性コントロール）よりLMDにてDNA
を抽出し、同定された菌種数を検討したところ、PPでは心臓と比し多い傾向があった。以上よりPPには回収可能な細菌
が存在することが示唆された。
またPP、心臓、糞便それぞれに存在する菌種をメタゲノム解析にて検討したところ、3群いずれも異なる細菌叢を有す
る可能性が示唆された。コンタミネーションの可能性を完全に否定できないが、PPに特異的な菌種が存在する可能性が
考えられた。

研究成果の概要（英文）：Lymphoid tissue was resected from Peyer’s patches (PP) of the wild-type mice 
using laser microdissection method (LMD). When we analyzed the number of bacteria from the extracted DNA 
from PP and heart (negative control) using LMD, the number of bacteria involved in PP had higher tendency 
compared with those from heart. This indicates that detectable number of bacteria inhabits inside of PP.
Moreover, the profiles of bacteria identified from PP, heart and feces samples was evaluated using 
metagenomics analysis, which revealed that each group showed distinct profiles. Although potential 
contamination cannot be denied completely, this data suggests the possibility that specific bacteria 
species might exist inside of PP.
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１．研究開始当初の背景 
 パイエル板は粘膜免疫誘導組織とも言わ

れ、腸管から侵入する抗原を取り込み、抗原

に対する免疫を調節している。すなわち、抗

原を取り込む組織であるパイエル板を介し

た免疫応答において、管腔内から侵入する腸

内細菌や食物性抗原が粘膜免疫誘導の方向

性に重要な役割を与えると考えられる。腸内

には 100 兆個もの細菌群が存在しているが、

パイエル板内には、Alcaligenes 属を中心と

した腸管管腔内と異なった細菌群が生体と

共生していることが我々のグループの共同

研究で明らかとなっている。また、ヒトのパ

イエル板内にもAlcaligenes属の細菌が共生

していることが示されているが、ヒトの疾患

との関係は明らかとなっていない。 

 
２．研究の目的 

 パイエル板内の共生細菌群を網羅的に解

析し、炎症性腸疾患や NSAID 腸炎などの腸管

炎症との関連を明らかにすることを目的と

する。 

 
３．研究の方法 
 パイエル板の表面には多数の腸管管腔内

の細菌が付着しており、解析に影響を与える

と考えられる。そこで、野生型マウスパイエ

ル板の凍結切片を作成し、顕微鏡下にレーザ

ーマイクロダイセクション法(LMD)にて上皮

を除いたリンパ組織のみを回収する。得られ

たリンパ組織よりPower Soil DNA extraction 

kit (MOBIO)にて DNA を抽出し、16sRNA 

universal primer により細菌由来核酸を PCR

により増幅する。得られた PCR 産物を次世代

シークエンサーにより解析し、解析に必要十

分な細菌由来核酸を得る方法を確立する。 

 

４．研究成果 

 野生型マウスのパイエル板（PP）からレ

ーザーマイクロダイセクション法(LMD)にて

上皮を除いたリンパ組織のみを回収したと

ころ、DNA の抽出が可能であった。PP、心臓

（陰性コントロール）より LMD にて DNA を抽

出し、同定された菌種数を検討したところ、

PP では心臓と比し多い傾向があった。以上よ

り PP には回収可能な細菌が存在することが

示唆された。またメタゲノム解析を行い、

パイエル板、心臓、糞便それぞれに存在す

る菌種の profile を主成分分析にて検討し

たところ、3 群いずれもが異なる細菌叢を

有している可能性が示唆された。特に糞便

と の 比 較 に て 、 パ イ エ ル 板 で は

Staphylococcus 属、Propionibacterium 属

や Lactobacillus 属の割合が多いという結

果が得られた。これらの菌はいずれも腸管

内や皮膚に存在する菌であり、コンタミネ

ーションの可能性を完全に否定することが

できず、今後の課題として残っているが、

同様の組織採取法にて各組織で菌種の差が

見られることから、パイエル板に特異的な

菌種が存在し免疫応答に関与する可能性が

考えられた。 
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